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【
巻
頭
言
】

Welcome

　

平
成

年

月

日
に
全
面
改
訂

さ
れ
た
新
し
い
教
育
基
本
法
で
は
、

「
我
が
国
の
伝
統
と
文
化
の
教
育
」が

次
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す（
第

2
条
第
5
項
）。

　
「
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ

ら
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
我
が
国
と
郷

土
を
愛
す
る
と
と
も
に
、
他
国
を
尊

重
し
、
国
際
社
会
の
平
和
と
発
展
に

寄
与
す
る
態
度
を
養
う
こ
と
」

　

我
が
国
の
伝
統
や
文
化
の
尊
重

と
、
そ
れ
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
国
や

郷
土
に
対
す
る
愛
情
、
そ
し
て
そ
の

基
盤
の
上
に
立
っ
て
他
国
と
そ
の
伝

統
や
文
化
を
尊
重
す
る
こ
と
が
、
日

本
の
新
し
い
世
代
に
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
す
。

　

何
よ
り
も
ま
ず
、
日
本
社
会
で
生

い
育
つ
人
に
と
っ
て
文
化
的
伝
統

そ
の
も
の
と
言
っ
て
よ
い
母
語（
日

本
語
）の
能
力
を
き
ち
ん
と
身
に
付

け
て
い
か
な
け
れ
ば
、
認
識
も
思
考

も
判
断
も
、
そ
し
て
他
者
と
の
伝
え

合
い
も
不
可
能
で
す
。
ま
た
、
自
分

の
生
き
て
い
る
場
の
伝
統
や
文
化
か

ら
学
び
、
そ
れ
を
身
に
付
け
て
い
く

こ
と
は
、
成
長
発
達
し
て
い
く
う
え

で
の
基
盤
づ
く
り
と
言
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
人
と
し
て
真
に

強
靱
で
豊
か
に
な
る
た
め
に
は
、
先

人
た
ち
が
い
か
に
伝
統
や
文
化
を
継

承
し
発
展
さ
せ
て
き
た
か
、
と
い
う

こ
と
か
ら
深
く
学
ぶ
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

自
分
の
生
い
育
っ
て
い
く
社
会
の

伝
統
や
文
化
に
つ
い
て
教
育
を
受
け

る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
、
当
然
過

ぎ
る
く
ら
い
当
然
の
こ
と
で
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
当
た
り
前
の
こ

と
が
こ
と
さ
ら
に
等
閑
視
さ
れ
て
き

た
の
が
、
戦
後
の
日
本
社
会
の
悲
し

い
実
情
で
す
。

　

昭
和
20（
1
9
4
5
）年
8
月

日

の
敗
戦
以
降
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と

し
た
連
合
軍
に
よ
る
6
年
近
く
の

占
領
政
策
が
あ
り
、
ま
た
今
日
に

至
る
ま
で
そ
の
思
想
的
影
響
が
色
濃

く
残
る
中
で
、
我
が
国
の
伝
統
や
文

化
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
ど
こ
か
遠

慮
し
て
敬
遠
す
る
、
ひ
ど
い
場
合
に

は
「
戦
前
の
社
会
に
戻
る
！
」と
い
っ

た
か
た
ち
で
反
対
す
る
、

と
い
っ
た
空
気
が
続
い
て
き
ま
し

た
。
こ
の
た
め
日
本
の
教
育
者
の
中

に
も
、
デ
ュ
ー
イ
は
知
っ
て
い
る
が

本
居
宣
長
の
「
初
山
踏
み
」な
ど
は
耳

に
し
た
こ
と
も
な
い
、
と
い
う
恥
ず

か
し
い
人
た
ち
が
少
な
か
ら
ず
存
在

し
ま
す
。
遅
ま
き
な
が
ら
も
、
や
っ

と
公
的
な
か
た
ち
で
伝
統
や
文
化
の

教
育
の
重
要
性
が
宣
言
さ
れ
、
再
確

認
さ
れ
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　

こ
う
し
た
新
教
育
基
本
法
を
踏
ま

え
、
小
中
学
校
の
新
た
な
学
習
指
導

要
領
も
告
示
さ
れ
ま
し
た
。
戦
後
の

日
本
社
会
が
引
き
ず
っ
て
き
た
根
本

の
歪
み
を
な
ん
と
か
是
正
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。

我 が 国 の 伝 統 と 文 化 の 教 育

学長  梶
かじ

田
た

叡
えい

一
いち
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11日～31日
◎兵庫教育大学免許法認定公開
講座（全5講座）
23日～24日
◎大学院学校教育研究科（修士
課程・専門職学位課程）前期選抜
試験
30日～10月4日
◎公開講座「ガムランはともだち」

（全6回）

1日
◎附属幼稚園・小学校・中学校第
2学期始業式

1日～2日
◎附属小学校4年生自然学校

6日～7日
◎公開講座「地域理解のための
地図作成の基礎技術－コンピュー
タ・マッピングによる主題図作成－」

（全2回）
13日
◎附属中学校体育祭
13日、27日
◎大学院学校教育研究科説明会

（神戸）
20日
◎大学院学校教育研究科説明会

（大阪、東京）

27日
◎附属小学校「うれしのカーニバル」
27日～28日、10月4日～5日
◎公開講座「絵画制作」（全4回）

10日～11日
◎附属幼稚園「わくわくキャンプ」

11日
◎名誉教授称号授与式、名誉教
授会
12日
◎大学院学校教育研究科説明会

（神戸）
18日
◎附属幼稚園・小学校・中学校第
1学期終業式
20日
◎学校教育学部オープンキャンパス
◎創立30周年記念ソフトボール
交流大会

20日～22日
◎附属小学校6年生臨海合宿
22日
◎ベネッセ教員育成研究奨学生
決定通知書交付式

4日～6日
◎公開講座「簡単ロボット製作で
学ぶコンピュータの仕組みと制御」

（全3回）
8日
◎公開講座「＂コミュニケーション＂
を問い直す－信頼し合える人間関
係を築くために－」
9日～10日
◎兵庫教育大学免許状更新講習

（試行）

2日～24日
◎学校管理職・教育行政職特別
研修1期（全5回）
7日～11月22日
◎兵庫教育大学単独主催の研修
講座（全23講座）
14日、28日
◎大学院学校教育研究科説明会

（神戸）
23日～25日、27日
◎大学院オープンキャンパス
25日
◎兵庫教育大学創立30周年記
念事業協賛会からの目録贈呈

5日
◎大学院学校教育研究科説明会

（大阪、東京）

【兵庫教育大学の動き】
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創立30周年特別企画
講演会や音楽会、美術展など多彩な内容で
創立30周年記念行事を開催します

座談会
＂地域の大学＂として
兵庫教育大学に求められるもの

教育最前線
今こそ情動知能の育成が必要

研究レポート
社会文化的アプローチに基づく
英語科教師の学びの研究
吉田達弘（社会・言語教育学系准教授）

教育時事一問一答
教員の著書紹介

私たちの先生
天根哲治准教授（基礎教育学系）

卒業生からの手紙

キャンパス通信

うれしの交差点
ルポ：地域子ども教室

兵庫教育大学からのお知らせ
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創
立

₃₀
周
年

特
別

企
画

皆さまの参加を
お待ちしています

フォーラム
「見つめよう 加東の歴史と文化」
加東市協賛事業。地域の歴史・文化の継承
と保存をテーマに講演会とフォーラムを開催
します。

11月29日㊏13：00～17：00 加東市滝野

図書館 講師／河村昭一教授、市民代表 一

般 80人

同窓会研究会
大学院同窓会主催の記念協賛事業。同窓生
たちが「本学30年のあゆみとこれからの日本
の教育」をテーマに議論します。同窓生有志
による「21世紀の教育への提言 現場からの
教育改革（第2集）」の発行も。

10月11日㊏11：00～12：00 加東キャンパ

ス パネリスト／上寺久雄（兵庫教育大学第2

代学長）、武泰稔（岡山県矢掛町教育委員会教

育長）、池田芳和（東京都港区立御成門小学校

長・全国連合小学校長会会長） 兵庫教育大

学大学院同窓生、大学院生

チアリーディング演技会&
よさこい演舞会
加東市協賛事業。兵庫教育大学のチアリー
ディング部とよさこい部「チーム鬼灯」に加
え、他大学や高校、社会人のチアリーディング
チーム、加東市のよさこいチームも出演し、ダ
イナミックなステージを披露します。会場全体
でよさこいの総踊りも。

11月2日㊐13：30～16：00 加東市滝野総

合公園体育館スカイピア 一般 200人

オーケストラと音楽分野教員
とのセッション

加東市協賛事業。加東フィルハーモニー管
弦楽団のオーケストラと兵庫教育大学・木下
千代准教授のピアノが競演。

11月23日㊐14：00～（13：30開場） 加東

市東条文化会館（コスミックホール） 曲目／ピア

ノ協奏曲第20番（モーツァルト）、くるみ割り人形

組曲、ダッタン人の踊り（ボロディン）など 出演／

加東フィルハーモニー管弦楽団、加東市バイオリ

ン教室受講生、木下千代准教授 500円（前

売り券発売中） 一般 500人

●小野市地域連携推進事業
小野市と連携し、地域の学校教育、生涯学習、
福祉の振興と発展を目的とした事業を実施し
ます。

●国際シンポジウム2008
「教員リカレント教育の新たな可
能性を求めて」
創立30周年記念関連事業。教育・社会調査研
究センター主催。韓国、中国、米国の教員養成
大学の教授らを招き、教員の再教育について
議論します。参加申し込みについては20ページ
をご覧ください。

10月26日㊐10：00～16：00 神戸新聞松

方ホール（神戸市中央区） 内容／基調講演「日

本の教員リカレント教育への視座」（講師：梶田

叡一学長）、指定発言、シンポジウム第1部「大

学院における教員リカレント教育の現在」、第2部

「未来を語る」 教員、一般 500人

◎各行事の問い合わせ先・
　参加申し込み先（❺❻～ ）
❶～❹ 総務課

0795・44・2333　 0795・44・2009

❺教育支援課

0795・44・2322　 0795・44・2039

❻～ 地域交流推進センター

0795・44・2053　 0795・44・2409

学生支援課

0795・44・2050　 0795・44・2049

㈶加東市文化振興財団

0795・42・7700　 0795・42・7233

　兵庫教育大学は今年10月で創立30周年を迎
えました。今日まで「新しい構想による教員養成
大学」という創設の趣旨に沿って、教員の資質
能力の向上に資する理論的かつ実践的な教育
研究を推進するとともに、博士課程や教職大学
院の設置などの先導的な取り組みを実践し、多く
の成果を挙げてきました。これもひとえに皆さまの
ご支援、ご協力の賜と深く感謝しております。
　創立30周年を記念して、加東市と加東市商
工会が中心となって発足した「兵庫教育大学創
立30周年記念事業協賛会」と大学との共催行
事をはじめ、北播磨5市1町（西脇市、三木市、小
野市、加西市、加東市、多可町）での特別公開
講座、小野市との地域連携推進事業など、地域
とより連携した行事を数多く企画しました。皆さま
のご参加を心からお待ちしています。

講
演
会
や
音
楽
会
、

美
術
展
な
ど
多
彩
な
内
容
で

創
立
₃₀
周
年
記
念
行
事
を

開
催
し
ま
す

学長

梶
かじ

田
た

叡
えい

一
いち

❼

❹❸

❽❻❺❷❶
加東キャンパス…P680台

東条公民館…P20台

加東市東条文化会館
（コスミックホール）…P146台

加東市
やしろ国際学習塾…P220台
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兵庫教育大学

❶記念講演会
❷記念式典
❶劇作家、評論家としても活躍されている中
央教育審議会会長、山崎正和さんが「教育
と読書」をテーマに講演します。

10月11日㊏ ❶13：00～14：30 ❷14：45～

15：30 加東キャンパス講

堂 講師／山崎正和さん（中

央教育審議会会長） 一般、

大学関係者 500人

❸記念音楽会
クラリネットを中心としたウィンドオーケストラを
特別に編成。一流ソリストと音楽専攻の学生
を主体とした合唱団、オーケストラの総勢200
人のアンサンブルをぜひ聴いてください。

10月11日㊏16：30～17：30（16：00開場） 

加東市やしろ国際学習塾L.O.Cホール 曲目

／「大学祝典序曲」Op.80（ブラームス）、交響

曲第9番「合唱」Op.125より＂終楽章＂（ベートー

ヴェン） 出演／藤井一男（指揮）、垣花洋子（ソ

プラノ）、伊原直子（アルト）、保坂博光（テノー

ル）、野本立人（バリトン）、兵庫教育大学合唱団、

兵庫教育大学ウィンドオーケストラ 一般 

500人

❹記念美術展
美術分野の教員が手掛けた絵画や彫塑、オ
ブジェなど約20点を展示します。加東市内2
カ所で開催。

10月11日㊏～13日㊊㊗・16日㊍～20日㊊

9：00～18：00 加東市やしろ国際学習塾

10月22日㊌～26日㊐10：00～17：00 加

東市滝野図書館ギャラリー 出展教員／杉山直

樹教授、初田隆教授、村上裕介准教授、大西久

准教授、前芝武史准教授 一般

❺大学公開イベント
加東キャンパスで子どもやファミリー向けの多
彩な体験プログラム、高校生対象のオープン
キャンパスなどを開催。イベントの詳細、参加
申し込みの方法については19ページをご覧く
ださい。

10月13日㊊㊗10：00～15：00 加東キャン

パス 内容／わくわく理科、体験！おもしろ技術教

室、親子でそば打ち、箏を弾いてみよう、ニュース

ポーツ体験、オープンキャンパスなど 一般

❻特別公開講座
「北播磨における特別支援教育
を考えるシンポジウム」
兵庫教育大学の特別支援教育の研究者と
北播磨の教育関係者らが、特別支援教育の
現状と方向性についてディスカッションを通し
て考えます。

10月13日㊊㊗13：30～16：30 加東キャン

パス 一般、教員 100人

❼特別公開講座
「子育て関連出前講座」
加東市協賛事業。子育てに関する講座を加
東市内3カ所、4つのテーマで開催します。

10月18日㊏10：30～12：00 滝野児童館

きらら テーマ／子育てを楽しもうよ、お父さん！お

母さん！  乳幼児の保護者 30人

11月5日㊌10：30～11：30 東条公民館 

テーマ／親子でふれあい体操！ワン・ツー・スリー  

2～3歳児とその保護者 30人

11月26日㊌ 社児童館やしろこどものいえ

①11：00～12：00 テーマ／ひろば子育て講演

会 1～2歳児とその保護者 30人②13：30

～15：00 テーマ／子育て支援講演会 児童

館スタッフ、子育て支援の指導員 20人

❽特別公開講座
「中学生のためのキャリアフェア」
加東市協賛事業。中学生がさまざまな職業を
知ることで、教科と職業との関連性について
考えます。

11月1日㊏9：00～12：00 加東キャンパス 

加東市立3中学校の1年生（受け付け終了）

❾特別公開講座
「子育て・躾をことばから」
言葉に視点を置いて子育てや子どもの躾（し
つけ）について考えます。

11月3日㊊㊗13：30～15：00 アスティアか

さい3階多目的ホール 一般 100人

特別公開講座
「子育て支援講座：大人と子ども、
共に育ち合うかかわりの創造」
子どもとのコミュニケーションの取り方、しつけ
の方法、習い事・けいこ事の是非、生活・学習
習慣の確立など、子育てをめぐる身近な話題
について考えます。

11月8日㊏13：30～15：30 西脇市生涯学

習まちづくりセンター 一般 80人

今
年
₁₀
月
、兵
庫
教
育
大
学
は
創
立
₃₀
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

「
未あ
し
た来
を
担
う
教
師
を
創
る
」を
テ
ー
マ
に
、

加
東
市
を
中
心
に
各
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
す
。

音
楽
会
や
美
術
展
、体
験
イ
ベ
ン
ト
な
ど

地
域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
も
の
も
多
数
あ
り
ま
す
。

家
族
や
グ
ル
ー
プ
で
、ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

❾

❼

❼❹

加東市滝野図書館
…P150台

西脇市生涯学習
まちづくりセンター
…P30台

加東市滝野
総合公園体育館

スカイピア…P276台

アスティアかさい…P380台

社児童館
やしろこどものいえ
…P40台

滝野児童館
きらら…P40台

…日時  …場所

…対象  …定員

以外は参加無料
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│
─ 

最
近
の
兵
庫
教
育
大
学
の
地
域

に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
感
想
を
お
持
ち
で
す
か
。

阿
江　

加
東
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
公

開
講
座
を
案
内
さ
れ
た
り
、
放
送
大
学
で

大
学
の
先
生
方
の
講
義
を
放
送
さ
れ
た
り

と
、
情
報
発
信
に
力
を
入
れ
て
い
る
感
じ

が
し
ま
す
。

梶
田　

本
学
は
30
年
前
、
全
国
の
現
職
教

員
の
再
教
育
を
行
う
新
構
想
大
学
と
し
て

開
学
し
ま
し
た
。
常
に
教
育
界
の
発
展
に

目
を
向
け
て
き
ま
し
た
が
、
4
年
前
の
法

人
化
を
機
に
、
地
域
貢
献
活
動
に
も
一
層

注
力
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
は
、

市
民
向
け
の
公
開
講
座
や
、
大
学
教
員
が

地
域
の
学
校
や
生
涯
学
習
の
場
に
講
師
と

し
て
出
向
く
「
ス
ク
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
事
業
」な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

─
─ 

池
町
さ
ん
は
公
開
講
座
を
受
講
さ

れ
て
い
ま
す
ね
。

池
町　

4
年
前
、
2
人
の
子
ど
も
が
大
き

く
な
り
、
自
分
の
時
間
が
で
き
た
の
で
、

初
め
て
ピ
ア
ノ
の
講
座
を
受
け
ま
し
た
。

現
在
は
テ
ニ
ス
の
講
座
を
受
講
し
て
い
ま

す
。
公
開
講
座
の
お
か
げ
で
心
の
豊
か
さ

を
取
り
戻
せ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
受
講

を
通
し
て
、
兵
庫
教
育
大
学
に
は
素
晴
ら

し
い
先
生
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。

梶
田　

本
学
に
は
約
1
7
0
人
の
教
員
が
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
第
一
線
で
活
躍
し

て
い
ま
す
。

宮
崎　

お
そ
ら
く
産
業
に
精
通
し
た
先
生
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
商
工
会
と

し
て
は
企
業
の
活
性
化
に
関
す
る
研
究
デ
ー

タ
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
ね
。

梶
田　

な
る
ほ
ど
。
例
え
ば
、
食
育
の
研
究

者
と
食
品
業
界
が
つ
な
が
り
を
持
て
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。
産
学
連
携
の
強
化
は
本
学

の
課
題
の
一
つ
で
す
。

宮
崎　

以
前
、
私
が
所
属
す
る
小
野
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
は
兵
庫
教
育
大
学
の
留
学

生
と
の
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ロ
ー
タ

リ
ー
に
は
中
国
語
を
勉
強
し
た
い
と
い
う
人

が
多
く
、
生
き
た
中
国
語
に
触
れ
ら
れ
た
こ

と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

阿
江　

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
例
え
ば
中

国
進
出
を
考
え
て
い
る
企
業
が
中
国
人
留

学
生
を
招
い
て
社
員
の
語
学
教
室
を
開
く

な
ど
、
企
業
活
動
に
生
か
す
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
ね
。

梶
田　

本
学
の
留
学
生
は
中
国
や
韓
国
、
イ

ラ
ン
な
ど
ア
ジ
ア
系
が
多
い
で
す
。
ア
ジ
ア

諸
国
の
市
場
を
知
る
に
は
現
地
の
役
所
よ
り

も
、
留
学
生
に
聞
く
方
が
庶
民
レ
ベ
ル
で
知

る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
把
握
に
も
役
立
つ
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

宮
崎　

確
か
に
、
企
業
に
と
っ
て
留
学
生
と

の
交
流
か
ら
得
ら
れ
る
も
の
は
大
き
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
商
工
会
と
し
て
も
考
え
て
み

る
価
値
は
あ
り
そ
う
で
す
ね
。

梶
田　

加
東
市
国
際
交
流
協
会
の
協
力
の
も

と
、
年
に
1
回
、
留
学
生
と
地
域
の
方
々
と

の
交
流
会
を
開
い
て
い
ま
す
。
企
業
の
方
も

参
加
す
れ
ば
、
留
学
生
に
こ
ん
な
人
材
が
い

る
の
か
と
い
う
発
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。

─
─ 

阿
江
さ
ん
の
お
子
さ
ん
は
附
属
中

学
校
に
通
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
学
校
教

育
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

創
立

₃₀
周
年

特
別

企
画

加東市商工会理事、阿江ハン
カチーフ㈱代表取締役社長。
加東市在住。

阿
あ

江
え

克
かつ

彦
ひこ

さん

全
国
の
大
学
で
は
地
域
住
民
や
自
治
体
、企

業
な
ど
と
連
携
し
て
社
会
貢
献
活
動
に
力

を
入
れ
て
お
り
、兵
庫
教
育
大
学
で
も
公
開

講
座
や
ス
ク
ー
ル・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業

な
ど
を
展
開
し
て
い
ま
す
。さ
ら
に
地
域
に

開
か
れ
た
存
在
と
な
る
た
め
に
は
、今
後
、ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
か
。兵
庫
教
育

大
学
と
か
か
わ
り
の
あ
る
3
人
を
お
招
き
し
、

梶
田
学
長
と
語
り
合
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

出
席
者
●
阿
江
克
彦
さ
ん（
加
東
市
商
工
会
理
事
）、池
町
順
子
さ
ん（
主
婦
）、宮
崎
良
平
さ
ん（
加
東
市
商
工
会
副
会
長
）、梶
田
叡
一
学
長

進
行
●
長
尾
義
人
准
教
授（
体
育・芸
術
教
育
学
系
。本
誌
編
集
委
員
）

〝
地
域
の
大
学
〞と
し
て

 

兵
庫
教
育
大
学
に

 

求
め
ら
れ
る
も
の

大学とのかかわり…附属中学校
に通う3年生と1年生の父親。18
年度の附属小学校PTA会長。

座
談
会

大学の研究を地域の
公立学校でも実践してほしいです…池町さん
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阿
江　

2
人
の
子
ど
も
は
幼
稚
園
か
ら
附
属

で
す
が
、
附
属
学
校
が
先
進
的
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
を
導
入
し
て
い
る
こ
と
は
保
護
者
と
し

て
も
興
味
深
い
で
す
ね
。
ま
た
、「
人
間
と

し
て
生
き
ぬ
く
力
を
育
て
る
」を
教
育
目
標

に
掲
げ
、
子
ど
も
の
自
主
性
を
重
ん
じ
る
小

学
校
の
方
針
は
好
感
が
持
て
ま
す
。

池
町　

大
学
に
と
っ
て
研
究
実
践
の
場
が
附

属
学
校
だ
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
公
立
学

校
で
も
試
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
学
校
の
先

生
は
忙
し
い
の
で
、
新
し
い
こ
と
を
一
か
ら

始
め
る
の
は
し
ん
ど
い
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

大
学
か
ら
指
導
方
法
に
つ
い
て
の
あ
る
程
度

の
骨
組
み
を
提
案
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
先
生

は
自
分
が
取
り
入
れ
や
す
い
部
分
を
チ
ョ
イ

ス
し
て
応
用
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
に
よ
っ
て
授
業
の
質
が
上
が
り
、

大
学
に
は
公
立
学
校
で
の
実
践
デ
ー
タ
も
蓄

積
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

梶
田　

非
常
に
参
考
に
な
る
ご
意
見
で
す
ね
。

ス
ク
ー
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
は
本

学
の
研
究
を
公
立
学
校
の
先
生
に
紹
介
す
る

方
法
の
一
つ
で
、
大
学
教
員
が
地
域
の
学
校

な
ど
に
出
向
い
て
指
導
方
法
な
ど
を
講
義
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
附
属
幼
稚
園
、
小
学
校
、

中
学
校
で
は
研
究
発
表
会
を
開
い
て
お
り
、

例
年
、
小
学
校
の
場
合
は
全
国
か
ら
千
人
も

の
先
生
が
来
ら
れ
ま
す
。

宮
崎　

教
育
現
場
は
、
一
般
社
会
と
は
別
世

界
の
部
分
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
現
職

教
員
で
あ
る
大
学
院
生
が
企
業
の
現
実
を
知

り
、
実
際
の
経
済
活
動
を
肌
で
感
じ
る
機
会

が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

梶
田　

中
学
生
が
地
域
で
社
会
体
験
す
る

「
ト
ラ
イ
や
る
・
ウ
ィ
ー
ク
」の
先
生
版
で
す

ね
。
こ
う
い
う
機
会
が
必
要
だ
と
い
う
声

は
教
育
界
で
も
挙
が
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

ま
だ
実
現
に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

本
学
は
教
員
養
成
に
お
い
て
常
に
先
進
的

な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。
ご
意
見

を
受
け
止
め
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

─
─ 

「
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
」
を
め

ざ
す
う
え
で
、
何
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

阿
江　

や
は
り
学
生
に
も
っ
と
地
域
活
動
に

参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

梶
田　

本
学
で
は
4
年
前
か
ら
、
学
生
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
単
位
化
で
き
る
授

業「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
学
習
」を
始
め
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
は
地
域
で
活
動
す
る
学

生
は
増
え
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

池
町　

私
は
人
が
地
域
を
育
て
、
地
域
が
人

を
育
て
る
と
思
い
ま
す
。
大
学
で
は
公
開
講

座
の
ほ
か
に
も
、
演
奏
会
や
美
術
展
な
ど
の

文
化
的
な
イ
ベ
ン
ト
も
多
く
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
P
R
不
足
の
感
が
あ
り

ま
す
。
演
奏
会
や
美
術
展
の
チ
ケ
ッ
ト
や
ち

ら
し
を
地
域
や
企
業
で
配
っ
て
も
ら
う
と

い
っ
た
発
信
の
仕
方
も
あ
る
の
で
は
。

梶
田　

近
年
、
公
開
講
座
な
ど
の
広
報
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
一
歩
、
踏
み

込
ん
だ
P
R
が
必
要
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

─
─ 

兵
庫
教
育
大
学
が
さ
ら
に
地
域
に

根
差
し
て
い
く
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
か
。

阿
江　

大
学
と
地
域
が
も
っ
と
歩
み
寄
る

こ
と
で
つ
な
が
り
は
深
ま
る
と
思
い
ま
す
。

せ
っ
か
く
大
学
が
あ
る
の
で
す
か
ら
、
地
域

住
民
は
大
学
の
知
的
財
産
を
有
効
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
く
べ
き
で
す
。

梶
田　

現
在
の
公
開
講
座
は
ス
ポ
ー
ツ
や
芸

術
関
係
が
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
地

域
の
人
々
と
も
検
討
し
た
う
え
で
、
も
っ
と

ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内
容
の
も
の
も
開
講
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

阿
江　

団
塊
世
代
が
定
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

講
座
の
内
容
に
よ
っ
て
は
平
日
で
も
受
講
生

は
集
ま
る
と
思
い
ま
す
。

梶
田　

大
学
の
み
な
ら
ず
、
近
隣
の
い
く
つ

か
の
文
化
施
設
で
開
講
す
れ
ば
誰
も
が
通
い

や
す
い
と
思
い
ま
す
。
30
周
年
記
念
事
業
で

も
、
美
術
展
や
公
開
講
座
を
加
東
市
内
数
カ

所
で
巡
回
す
る
か
た
ち
で
開
催
し
ま
す
。

宮
崎　
「
教
育
大
学
」と
い
う
と
、
教
育
関

係
者
の
み
の
大
学
と
い
う
印
象
を
抱
い
て
し

ま
い
ま
す
。
地
域
住
民
に
と
っ
て
身
近
な
存

在
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
方
法
の
一
つ
と

し
て
、
多
彩
な
分
野
の
教
員
の
方
が
そ
ろ
っ

て
い
る
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

梶
田　

そ
う
で
す
ね
。
ス
ク
ー
ル
・
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
の
案
内
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

は
教
員
の
リ
ス
ト
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
う
媒
体
を
フ
ル
に
活
用
し
て
い
き
た

い
で
す
。

阿
江　

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
検
索
機
能
を

充
実
さ
せ
て
、
学
び
た
い
こ
と
や
相
談
し
た

い
こ
と
を
入
力
す
れ
ば
、
そ
れ
に
最
適
な
教

員
の
紹
介
ペ
ー
ジ
に
つ
な
が
る
と
い
う
の
は

ど
う
で
し
ょ
う
。

梶
田　

ほ
か
に
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
教
員

の
活
動
を
紹
介
す
る
番
組
を
制
作
す
る
の
も

一
つ
の
方
法
で
す
ね
。

─
─ 

今
あ
る
ツ
ー
ル
を
最
大
限
に
活
用

し
て
、
地
域
の
方
々
が
利
用
し
や
す
い

大
学
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。
み
な
さ
ん

か
ら
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
、
今
後
の

地
域
貢
献
活
動
の
一
つ
の
指
針
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
本
日
は
ど
う
も
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

主婦。三木市在住。

池
いけ

町
まち

順
じゅん

子
こ

さん

大学とのかかわり…16年に公開
講座「ピアノを弾こう！」を受けて
以来、公開講座の常連として、現
在は「楽しくてうまくなるテニス教
室」を受講。

加東市商工会副会長、㈱三
和電気商会代表取締役社長。
加東市在住。

宮
みや

崎
ざき

良
りょう

平
へい

さん

大学とのかかわり…加東市商工
会副会長として「兵庫教育大学
創立30周年記念事業協賛会」
の設立に尽力。

現職教員が企業の実態に
触れる機会があってもいいのでは…宮崎さん

地域住民は大学の
知的財産を進んで活用すべきです…阿江さん
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近
年
、
不
登
校
の
児
童
生
徒
数
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
い
じ
め
に
関
す
る
事
件
の
検
挙
・
補
導

人
数
も
増
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
青
少
年
に

よ
る
殺
人
な
ど
の
重
大
事
件
も
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
こ
れ
ら
の
問
題
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
に
「
情
動
知
能
」

を
は
ぐ
く
む
教
育
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
教
育
大
学
附
属
小
学
校
で
は
平
成
₁₄
年
度

か
ら
6
年
間
、
文
部
科
学
省
か
ら
研
究
開
発
学

校
の
指
定
を
受
け
、
情
動
知
能
を
は
ぐ
く
む
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
ま
し
た
。
大
学
教
員
、
附

属
小
学
校
教
員
、
小
学
校
教
員
の
大
学
院
生
で

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
構
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
専
門
性
を
生
か
し
た
実
践
的
研
究
を
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

情
動
知
能
と
は

　

従
来
、
学
校
教
育
で
は
学
術
的
知
能︵A

ca-

dem
ic Intelligence

︶を
高
め
る
こ
と
に
重

点
が
置
か
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

は
そ
れ
に
加
え
て
情
動
知
能︵E

m
otional 

Intelligence

︶の
重
要
性
を
強
調
す
る
主
張
が

見
ら
れ
ま
す
。

　

情
動
知
能
と
は
、
米
国
エ
ー
ル
大
学
の
ピ
ー

タ
ー
・
サ
ロ
ベ
イ
と
同
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー

大
学
の
ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ヤ
ー
が
1
9
9
0
年
に

初
め
て
用
い
た
言
葉
で
、
①
情

動
変
化
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き

る
②
情
動
を
使
っ
て
思
考
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
る
③
情
動
が

伝
え
て
い
る
こ
と
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る

④
情
動
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
能

力
を
指
し
ま
す
。

　

情
動
知
能
を
一
般
に
普
及
さ
せ
た
﹁
E
Q
﹂

︵
原
著
は﹁Em

otional Intelligence

﹂︶の
著
者

の
ダ
ニ
エ
ル
・
ゴ
ー
ル
マ
ン
は
、
情
動
知
能
を

知
能
テ
ス
ト
で
測
定
さ
れ
る
I
Q
と
は
異
な
る

頭
の
良
さ
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
国
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
の
ハ
ワ
ー
ド
・
ガ
ー
ド
ナ
ー
は
、

近
年
の
脳
神
経
科
学
の
知
見
に
基
づ
い
て
多
重

知
能︵M

ultiple Intelligences

︶理
論
を
展
開

し
、
そ
こ
で﹁
対
人
的
知
能
﹂と﹁
内
省
的
知
能
﹂

が
情
動
知
能
に
対
応
す
る
と
説
い
て
い
ま
す
。

　

日
本
に
お
い
て
も
、
兵
庫
教
育
大
学
の
梶
田

叡
一
学
長
が
、
子
ど
も
た
ち
に﹁
我
々
の
世
界
﹂

を
生
き
る
力
と
﹁
我
の
世
界
﹂を
生
き
る
力
の

2
つ
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
の
重
要
性
を
提

唱
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
も
情
動
知
能
と

類
似
し
た
概
念
と
思
わ
れ
ま
す
。

情
動
知
能
と
学
力

　

情
動
知
能
と
S
A
T︵
米
国
の
大
学
進
学
の

た
め
の
全
国
共
通
試
験
︶の
得
点
と
の
間
に
は

有
意
な
相
関
が
あ
る
こ
と
な
ど
、
情
動
知
能
は

学
業
面
で
の
学
習
効
果
を
高
め
る
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
発
的
学
習
か
依
存

的
学
習
か
は
、
知
能
よ
り
も
﹁
情
動
的
﹂姿
勢

で
あ
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
決
ま
り
、
成
功
し

た
学
習
者
は
早
い
時
期
に
﹁
努
力
を
要
す
る
抑

制
﹂と
呼
ば
れ
る
自
制
機
能
の
一
種
を
発
達
さ

せ
て
い
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
︵
平
成
17
年
、

O
E
C
D
教
育
研
究
革
新
セ
ン
タ
ー
︶。

　

子
ど
も
た
ち
が
情
動
知
能
を
獲
得
す
る
た
め

に
、
小
中
学
校
は
場
所
と
し
て
も
、
時
期
と
し

て
も
最
適
で
す
。米
国
の
倫
理
学
者
、
ジ
ョ
ン
・

ゴ
ッ
ト
マ
ン
も
情
動
知
能
の
高
い
子
ど
も
を
育

て
る
に
は
思
春
期
ま
で
の
教
育
が
重
要
と
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
の
脳
科
学
の
研
究
か

ら
も
情
動
知
能
に
関
係
す
る
前
頭
葉
は
青
年
期

ま
で
ゆ
っ
く
り
発
達
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

松ま
つ

村む
ら

京き
ょ
う

子こ

臨
床・健
康
教
育
学
系
教
授

附
属
小
学
校
長

◎TEXT

今
こ
そ

情
動
知
能
の

育
成
が
必
要
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情動知能を獲得している 情動知能を獲得していない

●「私は・・・」という言い方で相手に伝える
●気持ちを開示することができる
●ネガティブな感情に支配されない
●非言語的なメッセージを読み取ることができる
●気持ちと論理に基づいて判断する
●自分も他者も受け入れる
●責任をもつことができる
●自分の意見や要求を誠実に率直に話すことができる
●内発的に動機づけられる
●感情的な立ち直りが早い
●楽観的な見方をする
●他者の気持ちが分かる
●他者の失敗を責めない
●「私は……と感じる」と言う
●気持ちを処理することで傷つくことを防ぐ
●気持ちを共有することで悲しみを防ぐ
●自尊心があり有能であると感じている
●聞くことが上手である
●問題やコミュニケーション不足を話し合いで解決する

●非難の言葉を言う
●気持ちを話して共有することができない
●ネガティブな気持ちでいっぱいになる
●非言語的コミュニケーションに気づかない
●理由や論理がなく行動する
●自分や他者を受け入れない
●責任を持つことを学んでこなかった
●受動的で攻撃的なコミュニケーションをする
●報酬や瞬間的な欲求充足によって動機づけられる
●悪意をもち続ける
●悲観的な見方をする
●他人の気持ちを受け入れない
●いつも誰かのせいだと感じる
●「君はいつも……だ」と言う
●暴力をふるうことで自分が傷つくことを防ぐ
●キレることで悲しみを防ぐ
●自分は能力に欠け防御的であると感じている
●聞くことが下手である
●問題が起きるとすぐ行動に移す

附
属
小
学
校
の
取
り
組
み

　

兵
庫
教
育
大
学
附
属
小
学
校
で
は
平
成
14
年
、

研
究
開
発
学
校
の
指
定
を
受
け
、﹁
人
間
発
達

科
﹂の
教
科
を
特
設
し
ま
し
た
。
人
間
発
達
科

の
授
業
で
は
、
児
童
が
自
分
自
身
や
他
の
子
ど

も
の
成
長
・
発
達
を
観
察
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
か
か
わ
り
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
間
発
達
に
関
す
る
科
学
的
知
識
の
獲
得
と
情

動
知
能
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

人
間
の
発
達
を
漠
然
と
眺
め
る
の
で
は
な

く
、
自
分
と
異
年
齢
の
児
童
は

ど
の
よ
う
に
違
う
の
か
を
、
運

動
機
能
、
言
語
、
情
動
・
社
会

性
、
認
知
・
思
考
の
各
観
点
で

観
察
す
る
こ
と
で
、
発
達
に
つ

い
て
よ
り
深
く
理
解
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
自
分
と
年
少
者
を

比
べ
る
こ
と
で
、
自
分
が
発
達

し
て
き
た
こ
と
に
気
づ
き
ま
す
。

こ
れ
は
、
児
童
の
自
己
効
力
感

や
自
尊
感
情
を
高
め
る
こ
と
に

な
り
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。
一
方
、
年
長

者
と
の
比
較
で
は
自
分
の
発
達

の
可
能
性
を
実
感
さ
せ
、
将
来
の
自
分
が
そ
う

あ
り
た
い
と
願
う
自
己
像
の
明
確
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
発
達
の
違
い
を
認
識
し

て
、
相
手
と
か
か
わ
る
こ
と
で
、
適
切
な
対
人

関
係
を
築
け
る
と
考
え
ま
す
。

　

低
学
年
時
に
高
学
年
の
児
童
か
ら
優
し
く
さ

れ
、
養
護
さ
れ
る
経
験
を
た
っ
ぷ
り
持
っ
た
児

童
は
、
高
学
年
に
な
り
養
護
す
る
立
場
に
回
っ

た
時
、
低
学
年
に
対
し
て
優
し
く
か
か
わ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
自
分
が
低
学

年
時
に
優
し
く
し
て
く
れ
た
高
学
年
児
童
が
モ

デ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
時
の
う
れ
し
い
情

動
体
験
か
ら
ど
う
し
て
も
ら
っ
た
ら
う
れ
し
い

か
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
同
時
に
、
低
学

年
か
ら
高
学
年
ま
で
の
す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち

が
、
自
分
た
ち
は
大
切
に
さ
れ
る
存
在
で
あ
り
、

他
者
の
た
め
に
貢
献
で
き
る
存
在
で
あ
る
こ
と

を
学
ぶ
機
会
に
も
な
り
ま
す
。
こ
う
し
て
自
己

と
他
者
の
情
動
変
化
に
気
づ
い
た
り
、
相
手
の

情
動
を
推
し
測
っ
た
り
、
情
動
の
表
出
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
し
た
り
し
て
、
他
者
と
か
か
わ
る
能

力
が
は
ぐ
く
ま
れ
、
情
動
知
能
が
育
成
さ
れ
る

の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
学
習
を
小
学
校
で
実
施
す
る

意
義
は
次
の
通
り
で
す
。
小
学
校
の
特
徴
と

児
童
の
発
達
状
況
を
生
か
し
た
取
り
組
み
と

い
え
ま
す
。

○
発
達
期
に
あ
る
自
分
の
成
長
・
発
達
を
見
つ

め
る
こ
と
が
で
き
る

○
養
護
さ
れ
る
立
場
か
ら
養
護
す
る
立
場
へ
の

転
換
が
あ
る

○
校
内
で
日
常
的
に
異
年
齢
交
流
が
で
き
る

○
1
年
生
か
ら
6
年
生
ま
で
の
発
達
の
違
い
に

か
か
わ
る
実
験
的
・
体
験
的
学
習
が
可
能
で

あ
る

◎情動知能を示す具体的行動

教　育　最　前　線

◎「『
こ
こ
ろ
の
知
性
』を
育
む
│
幼
稚
園
児
か
ら

中
学
生
ま
で
の
教
育
│
」（
東
信
堂
・
平
成
₁₆
年
刊
）

◎「
情
動
知
能
を
育
む
教

育
│『
人
間
発
達
科
』
の

試
み
│
」（
ナ
カ
ニ
シ
ヤ

出
版
・
平
成
₁₈
年
刊
）

◎「
子
ど
も
を
伸
ば
す
情
動
知
能
の
育
成
」（
明
治

図
書
・
平
成
₂₀
年
刊
）

「『こころの知性』を育む－幼稚園児から中学生までの教育－」（東信堂・平成16年刊）より
原題「Fostering Emotional Intelligence in K-8 Student」（グウェン・ドティ著・2001年。松村京子監訳）

︿
関
連
出
版
図
書
﹀
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文
部
科
学
省
が
新
し
い
学
習
指
導
要
領
の
理
念

に
掲
げ
る
「
生
き
る
力
」を
は
ぐ
く
む
う
え
で
、

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
情
動
知
能
で
す
。

情
動
知
能
は
学
力
の
向
上
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
と

と
も
に
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
を
潤
滑
に
し
ま

す
。
附
属
小
学
校
で
は
児
童
の
情
動
知
能
の
向

上
を
め
ざ
し
、
平
成
₁₄
年
度
に
教
科「
人
間
発

達
科
」を
設
置
。
感
情
や
思
考
の
仕
組
み
に
関

す
る
知
識
・
理
解
を
深
め
、
他
者
を
理
解
し
た

り
、
自
己
の
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す

る
技
能
を
高
め
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
授
業
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

学
年
ご
と
に

教
育
目
標
を
設
定

　

人
間
発
達
科
の
目
標
は
﹁
異
年
齢
の
人
々
と

の
交
流
や
観
察
を
通
し
て
、
人
間
の
成
長
・
発

達
に
関
す
る
現
象
や
そ
の
背
景
に
あ
る
養
護
的

な
か
か
わ
り
に
気
づ
き
、
自
他
へ
の
理
解
を
深

め
る
と
と
も
に
、
人
と
か
か
わ
る
楽
し
さ
を

味
わ
い
、
内
省
性
・
社
会
性
・
養
護
性
を
育
む
﹂。

こ
の
目
標
に
沿
っ
て
、
学
年
ご
と
に
発
達
段
階

に
応
じ
た
教
育
目
標
と
内
容
を
設
定
し
ま
し
た
。

各
学
年
の
主
な
活
動
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
1
年
生「
本
も
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
│
大
き
く

な
っ
た
ぼ
く
・
わ
た
し
│
」

　

自
分
の
こ
と
を
振
り
返
っ
た
り
、
家
族
を
は

じ
め
と
す
る
身
近
な
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し

た
り
し
な
が
ら
、﹁
自
分
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
﹂を
集
め
ま
す
。そ
れ
を
カ
ー
ド
に
書
き
、

厚
紙
で
作
っ
た
自
分
と
等
身
大
の﹁
分
身
く
ん
﹂

に
張
り
付
け
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
分
身
く
ん
に
カ
ー
ド
を
張
っ

た
り
、
分
身
く
ん
で
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
、

自
分
自
身
の
成
長
・
発
達
と
そ
れ
を
支
え
て
く

れ
た
家
族
の
温
か
さ
に
気
づ
き
、
喜
び
を
感
じ

ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
に

つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◎
2
年
生「
大
き
く
な
っ
た
ぼ
く
・
わ

た
し
」

　
﹁
生
命
の
誕
生
﹂に
つ
い
て
、
自
分
の

知
っ
て
い
る
こ
と
や
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
を
基
に
学
び
ま
す
。
自
分
自
身

の
誕
生
に
つ
い
て
、
家
族
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
中
心
に
調
べ
、
本
に
ま
と
め

て
い
き
ま
す
。

　

児
童
た
ち
は
、
自
分
の
誕
生
に
ま
つ

わ
る
家
族
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
る
中
で
、
家

族
の
温
か
さ
と
自
分
の
い
の
ち
の
大
切
さ
を
実

感
し
ま
す
。
こ
の
気
持
ち
を
今
後
の
成
長
・
発

達
へ
の
願
い
や
自
他
の
い
の
ち
を
大
切
に
す
る

思
い
を
は
ぐ
く
む
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

◎
3
年
生「
発
達
く
ら
べ
を
し
よ
う
」

　

3
年
生
の
子
ど
も
た
ち
は
、
遠
足
や
縦
割
り

の
活
動
の
中
で
、
高
学
年
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
も

ら
っ
た
り
、
逆
に
1
、
2
年
生
を
サ
ポ
ー
ト
し

た
り
す
る
経
験
を
し
ま
す
。
そ
の
と
き
の
出
来

事
を
振
り
返
り
、
自
分
と
高
学
年
や
低
学
年
と

を
比
較
し
な
が
ら
、
成
長
・
発
達
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。

　

低
学
年
の
子
ど
も
と
の
か
か
わ
り
で
は
、
自

黄色と水色のカードにできるようになったことを書いて「分身くん」に張
り、次に緑色のチャレンジカードに挑戦したいことを書いて張ります。そ
れに対する家族のコメントはピンクのカードに

1年生
﹁本ものチャレンジ─大きくなったぼく・わたし─﹂

いのちの始まりについて調べたり、乳児を観察したり、乳児の母親から
話を聞いたりしたことをまとめて本を作ります

2年生
﹁大きくなったぼく・わたし﹂

教　育　最　前　線

坂さ
か

本も
と

貢つ
ぐ

孝み
ち

熱
海
市
立
多
賀
小
学
校
教
諭

（
平
成
13
～
19
年
度
附
属
小
学
校
教
諭
）

◎TEXT

附
属
小
学
校「
人
間
発
達
科
」の

情
動
知
能
を
は
ぐ
く
む
試
み
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分
自
身
の
成
長
・
発
達
を
実
感
す
る
だ
け
で
な

く
、
相
手
を
思
い
や
る
良
さ
や
喜
び
も
感
じ
ま

す
。
ま
た
、
高
学
年
へ
の
あ
こ
が
れ
が
今
後
の

成
長
・
発
達
へ
の
願
い
に
な
り
ま
す
。

◎
4
年
生「
赤
ち
ゃ
ん
会
を
開
こ
う
」

　

年
間
を
通
し
て
乳
児
と
そ
の
母
親
と
の
交
流

を
持
ち
ま
す
。
交
流
会
の
計
画
、
実
施
、
振
り

返
り
に
よ
っ
て
、
乳
児
の
成
長
・
発
達
と
、
母

親
の
養
護
的
な
か
か
わ
り
を
学
び
ま
す
。
乳
児

の
成
長
・
発
達
を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
乳
児

に
対
す
る
愛
着
が
生
ま
れ
、
慈
し
む
気
持
ち
も

は
ぐ
く
ま
れ
ま
す
。

◎
5
年
生「
感
情
の
ひ
み
つ
を
探
ろ
う
」

　

日
ご
ろ
、
自
分
が
抱
い
て
い
る
感
情
に
か
か

わ
る
問
題
意
識
を
基
に
、
感
情
の
仕
組
み
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
や
教
材
を
活
用
し
て
感
情
を
把
握
し

た
り
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
す
る
方
法
を
探

り
ま
す
。
そ
し
て
、
日
常
生
活
に
お
け
る
他
者

と
の
か
か
わ
り
に
生
か
し
て
い
き
ま
す
。

◎
6
年
生「
思
考
の
発
達
を
探
ろ
う
」

　

幼
児
と
の
比
較︵
ピ
ア
ジ
ェ
の
実
験
︶に

よ
っ
て
自
分
の
思
考
の
発
達
を
自
覚
し
た
り
、

中
学
生
と
の
討
論
を
通
し
て
、
今
後
の
思
考

の
発
達
の
イ
メ
ー
ジ
を
め
ぐ
ら
せ
た
り
し
ま

す
。
思
考
の
発
達
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
自
分

の
思
考
を
発
達
さ
せ
る
た
め
の
課
題
を
つ
か

ん
で
い
き
ま
す
。

他
校
の
教
員
と
保
護
者
の

反
応
か
ら
見
え
る
成
果

　

人
間
発
達
科
の
研
究
は
、
文
部
科
学
省
の
研

究
指
定
を
受
け
た
平
成
14
年
度
か
ら
19
年
度
ま

で
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
期
間
、
児
童
は
自
己
の
思
考
や
行
為
を

見
つ
め
る
こ
と
で
、
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
内
省
性
や
他
者
の
気
持
ち
を
考
え
な
が
ら
か

か
わ
る
社
会
性
、
養
護
性
が
着
実
に
育
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

附
属
小
学
校
の
授
業
を
参
観
さ
れ
た
他
校
の

教
員
か
ら
は
﹁
本
来
の
子
ど
も
の
姿
を
見
せ
な

が
ら
も
、
人
の
話
を
最
後
ま
で
聞
く
児
童
の
姿

勢
は
、
や
は
り
共
感
性
が
育
っ
て
い
る
の
だ
と

確
信
し
た
。
ど
の
ク
ラ
ス
で
も
一
生
懸
命
に
話

を
聞
い
て
い
る
子
ど
も
の
目
を
見
て
い
る
だ
け

で
う
れ
し
く
な
る
﹂な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
話

を
聞
き
合
う
姿
を
褒
め
る
感
想
が
多
数
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
約
90 

%
は
人
間
発
達
科
が

必
要
で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
一
番
身
近
に

い
る
保
護
者
の
多
く
が
子
ど
も
へ
の
効
果
を
感

じ
て
い
る
こ
と
も
、
人
間
発
達
科
の
取
り
組
み

の
成
果
を
表
し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
の
人
間
発
達
科
の
研
究
成
果
を

生
か
し
、
情
動
知
能
を
は
ぐ
く
む
と
い
う
視
点

を
教
育
活
動
全
体
に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

◎人間発達科の授業における各学年の取り組み

乳児の泣き顔と笑顔を集めたビデオを視聴し、乳児の感情の豊かさを
学び（左）、続いて、自分たちもさまざまな感情を顔に出して、感情の仕
組みを学びます（右）

5年生
﹁感情のひみつを探ろう﹂

左は幼児を相手にしてのピアジェの実験。右は附属中学校の生徒と
の討論。自分の思考を発達させるための課題発見に努めます

6年生
﹁思考の発達を探ろう﹂

左は5年生との仲良し遠足。児童は5年生に対して「優しくてかっこい
い」というあこがれを抱きます。右の1年生との合同玉入れでは、下級
生を指導することの難しさを実感します

3年生
﹁発達くらべをしよう﹂

乳児を抱いて、その愛らしさを感じます。年度末、最後の「赤ちゃん会」
（右）では歩き始めた乳児との別れを惜しみました

4年生
﹁赤ちゃん会を開こう﹂

教　育　最　前　線
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このページでは日本学術振興会の科学研究費補助金を受けた研究を紹
介します。科学研究費補助金とは、すべての分野の「学術研究」を格段に
発展させることを目的に、独創的・先駆的な研究に対して助成を行うもので
す。基盤研究、萌芽研究、若手研究などに分かれており、基盤研究は1人
または複数の研究者が共同で行う研究が対象。研究期間は2～4年です。

　

い
ま
、
学
校
で
の
英
語
教
育
が
大
き
な
変

わ
り
目
に
き
て
い
ま
す
。
平
成
15
年
度
に
文

部
科
学
省
は
「『
英
語
が
使
え
る
日
本
人
』を

育
成
す
る
行
動
計
画
」を
打
ち
出
し
、
日
本

人
が
め
ざ
す
べ
き
英
語
力
、
教
師
の
英
語

運
用
力
の
指
標
を
発
表
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
よ
っ

て
、
23
年
度
か
ら
小
学
5
、
6
年
生
の
外
国

語
活
動
が
必
修
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
変
化
の
背
景
に
は
、
日
本
人
の

英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
向

上
さ
せ
な
け
れ
ば
国
際
化
の
波
に
乗
り
遅
れ

て
し
ま
う
と
い
う
考
え
が
強
く
あ
り
ま
す
。

近
年
、
兵
庫
教
育
大
学
に
も
ア
ジ
ア
か
ら
の

留
学
生
が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
彼

ら
と
は
日
本
語
よ
り
も
英
語
で
話
す

こ
と
の
方
が
多
く
、
国
際
語
と
し
て

の
英
語
の
流
通
性
を
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
英
語
は
入
試
に

お
け
る
重
要
な
教
科
の
一
つ
で
あ
り
、

生
徒
た
ち
は
依
然
と
し
て
、
テ
ス
ト

の
た
め
の
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
し
、
文
法
訳
読
式
の
指
導
法

も
根
強
く
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
学
校
で
英
語
を
学
ぶ
理
由
付

け
も
簡
単
で
は
な
く
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　

大
変
な
の
は
英
語
教
師
で
す
。
研

修
な
ど
で
指
導
方
法
を
学
び
続
け
る

こ
と
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
求
め
ら
れ

ま
す
が
、
現
在
の
複
雑
な
状
況
下
で
、

英
語
教
師
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
学
べ

ば
い
い
の
か
戸
惑
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

必
ず
し
も
、
教
師
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る

研
修
が
開
か
れ
て
い
る
と
も
限
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
研
究
は
、
そ
も
そ
も
英
語
教
師
が
学

び
続
け
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
教
師

の
持
っ
て
い
る
「
実
践
の
理
論
」と
は
何
か
を

考
え
な
が
ら
、
英
語
教
師
の
成
長
を
支
援
す

る
た
め
の
開
発
研
究
を
行
う
こ
と
を
目
標
と

し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
大
学
院
で
担
当
す
る
授
業
に
ム
ー

ド
ル（
M
o
o
d
l
e
）と
い
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
授
業
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
を
導
入
し
、
学
生
に
は
e
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
を
作
成
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
課
題
に
沿
っ
て
自
身
の
経
験
を
英
語

で
振
り
返
っ
て
も
ら
う
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
運

用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
修
了
生
と
の
共
同

研
究
で
は
、
ム
ー
ド
ル
に
ジ
ャ
ー
ナ
ル
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ（
日
々
の
実
践
の
振
り
返
り
の
書

き
込
み
）を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　
e
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
に
蓄
積
さ
れ
た
デ
ー

タ
の
分
析
を
通
し
て
、
学
生
た
ち
が
自
身

の
経
験
を
異
な
っ
た
視
点
か
ら
捉
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
、
英
語
教
師
と

し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
ど
の
よ
う
に

変
容
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

英
語
教
師
の
学
び
を
「
状
況
的
な
学
び
」「
個

人
の
歴
史
の
上
に
立
つ
学
び
」「
事
例
か
ら

の
学
び
」「
協
同
に
よ
る
学
び
」と
捉
え
、
教

師
自
ら
が「
実
践
の
理
論
化
」を
行
う
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
学
生
に
と
っ
て
自
分

の
経
験
を
英
語
で
振
り
返
る
作
業
は
大
変
で

す
が
、
経
験
を
対
象
化
し
、
他
者
と
対
話
す

る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
づ
き
が
生
ま
れ
、

児
童
生
徒
の
理
解
の
深
化
と
、
授
業
の
質
を

高
め
る
効
果
が
あ
り
そ
う
で
す
。

社会・言語教育学系准教授
吉
よし

田
だ

達
たつ

弘
ひろ

研究
レポート

R
e
p
o
r
t o

f R
e
s
e
a
r
c
h

社
会
文
化
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
基
づ
く
英
語
科
教
師
の
学
び
の
研
究

（
平
成
18
～
20
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金・基
盤
研
究
に
採
択
）

学生は課題に沿って自らの経験の振り返りをeポー
トフォリオに英語でつづります。数カ月後に読み直し、
自分の見方がどのように変容したかを捕捉します。

今年3月、米国ペンシ
ルバニア州立大学の
カレン・ジョンソン教
授を神戸サテライトに
招き、「教師によるナ
ラティブ」「eポートフ
ォリオ」についての研
究会を開きました。
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教員の「バーンアウト（燃え尽き症候群）」を予防するため、
職場にはどのような取り組みが求められますか。

　バーンアウトの予防には、授業や生徒指
導がうまくいかずに悩んでいる教員を孤立さ
せないよう、職場全体で支えることが大切で
す。難問を一人で抱え込み「何とかしなけれ
ば」という思いが強くなると、見方が一面的
になったり、対応がワンパターンに陥ったりし
て、疲れ果ててしまうことも少なくありません。
問題解決に向けて職場で組織的にかかわる
ことで、教員の負担は軽減できます。
　このような協働体制を築くためには、日ご
ろから教員同士が本音で語り合い、「困っ
た」「どうしよう」「手伝って」と言えるような
温かい雰囲気づくりが必要です。教員同士の
つながりは職員室での何気ない会話や共同

作業の中で培われるものですが、最近は多
忙化・私事化によって自然に形成されること
が難しくなってきたように思われます。業務
の精選などゆとりを生み出す手立てを探りな
がら、定期的に食事会を開いたり、行事の準
備で共に汗を流したり、教員の特技を生かし
たワークショップ型の研修会を企画したりす
るなど、同じ職場の者として互いに理解し合
い、一体感を味わえる取り組みを意図的に進
めていくことが必要ではないでしょうか。
　職場の支え合いを基盤に、各自が自発的
にやりがいを持って教育に打ち込める体制
を根付かせることが、バーンアウト予防につ
ながると考えます。

　一昨年、高等学校における世界史の未履修問題が明らか

になりましたが、最近の高校生には世界史はあまり好かれませ

ん。しかし、世界が地球規模で一体化した現在こそ、世界の

歴史や文化について学ぶことが必要ではないでしょうか。無

論、それは日本が欠落した外国史ではなく、日本と世界がクロ

スオーバーした歴史を意味します。それはいかなるものか。本

書ではそのような歴史の授業をつくるための視点と方法を提

示しています。また、世界史を読み解くキーワードについても解

説しています。

＂世界を舞台＂に歴史授業をつくる
─嫌われても世界史はやめない！─

　本書は、発達障害児への対応を踏まえた通常学級の授業づ

くりや学級経営を扱っており、学校現場の教員に活用していただ

きたい1冊です。キーワードは「やる気」と「自信」。対象児のニー

ズもくみ取った分かりやすい授業は、クラス全体に理解すること

の楽しさとやる気をもたらします。発達障害を理解する必須キーワ

ードや学校での実践事例、指導や配慮のワンポイントアドバイス

などを豊富なイラストとともに盛り込んでいます。実践事例の内容

は、教員のみなさんと開催している勉強会の成果でもあります。
※教員の著書は附属図書館
で閲覧できます。詳しくは学
術情報課30795･44･2062
へ問い合わせてください。

発達障害の子がいるクラスの
授業・学級経営の工夫

教員の
著書紹介

臨床・健康教育学系教授
新
あら

井
い

　肇
はじめ

著者：原田智仁（社会・言語教育学系教授）
（明治図書・平成20年刊）

教育時事
一問一答

（明治図書・平成20年刊）
編著：小島道生（長崎大学准教授）
 宇野宏幸（臨床・健康教育学系教授）
 井澤信三（臨床・健康教育学系准教授）

＂世界を舞台＂に歴史授業をつくる

A
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天
根
先
生
と
出
会
っ
て
2
年
半
が
過
ぎ

ま
し
た
。
週
1
回
の
ゼ
ミ
の
始
ま
り
は
、
1

週
間
の
出
来
事
に
つ
い
て
冗
談
を
交
え
な
が

ら
話
し
て
く
だ
さ
る
の
が
恒
例
で
す
。“
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
ゼ
ミ
”を
ポ
リ
シ
ー
に
、
明

る
く
、
楽
し
く
、
真
剣
な
雰
囲
気
は
先
生
の

人
柄
そ
の
も
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

先
生
は
、
学
校
に
お
け
る「
授
業
」「
学
習
」

「
教
育
評
価
」、
さ
ら
に
は「
学
級
経
営
」に

つ
い
て
、
社
会
的
文
脈
を
視
座
に
心
理
学
的

ア
プ
ロ
ー
チ
を
核
と
す
る
実
践
的
な
研
究
を

さ
れ
て
い
ま
す
。
ゼ
ミ
生
は
小・
中・
高
校
の

現
職
教
員
を

は
じ
め
、
教

職
以
外
の
社

会
人
経
験
者
、

ス
ト
レ
ー
ト

院
生
、
学
部

生
と
、
経
歴

も
世
代
も
異

な
り
、
研
究
内
容
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

先
生
は
誰
に
対
し
て
も
、
い
つ
も
優
し
く
、

時
に
厳
し
く
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
も
、
誰
に

で
も
分
か
る
よ
う
に
か
み
砕
き
な
が
ら
具
体

的
な
例
を
示
し
て
く
だ
さ
る
の
で
、
研
究
と

現
場
の
つ
な
が
り
が
見
え
て
よ
く
理
解
で
き

ま
す
。

　

先
生
は
昨
年
度
か
ら
現
在
の
専
門
職
学

位
課
程（
教
職
大
学
院
）の
授
業
実
践
リ
ー

ダ
ー
コ
ー
ス
の
担
当
と
な
り
、
加
東
キ
ャ
ン

パ
ス
と
神
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
を
行
き
来
さ
れ
て

い
ま
す
。
教
職
大
学
院
の
授
業
で
も
先
生
の

ス
タ
イ
ル
は
変
わ
る
こ
と
な
く
、
だ
じ
ゃ
れ

を
織
り
交
ぜ
た
明
る
い
雰
囲
気
で
指
導
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

修
士
課
程
の
ゼ
ミ
生
は
サ
テ
ラ
イ
ト
の
院

生
を
含
め
て
残
り
3
人
と
な
り
ま
し
た
。
私

た
ち
最
後
の
天
根
ゼ
ミ
生
は
、
研
究
で
多
く

の
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
う

乗
り
越
え
る
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
道
を
一
緒
に

探
し
、
背
中
を
押
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

　

先
生
の
よ
う
に
ユ
ー
モ
ア
に
富
ん
だ
明
る

い
教
員
に
な
れ
る
よ
う
、
先
生
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
吸
収
し
な
が
ら
研
究
を
続
け
て

い
き
た
い
で
す
。

　

社
会
心
理
学
的
観
点
か
ら

「
授
業
」や
「
教
育
方
法
」を
研

究
す
る
挑
戦
的
な
ゼ
ミ
を
開

講
し
て
四
半
世
紀
近
く
た
ち
、

研
究
指
導
し
た
学
生
は
百
人

以
上
に
の
ぼ
り
ま
す
。
心
理

学
を
生
か
し
た
ゼ
ミ
経
営
の

成
果
で
し
ょ
う
か
、
学
生
と

の
人
間
関
係
は
概
し
て
良
好
、

親
密
で
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
こ
数
年
は
学
生

と
の
関
係
の
質
が
微
妙
に
変
化

し
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

学
生
側
の
変
化
も
あ
る
で
し
ょ

う
が
、
私
自
身
に
も
変
わ
っ
て

き
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。「
最

近
の
学
生
の
考
え
方
や
価
値
観

に
対
す
る
思
い
込
み
。
こ
れ

に
基
づ
く
日
ご
ろ
の
働
き
か
け
。

年
齢
に
伴
う
無
意
図
的
な
バ
リ

ア
ー
設
定
」と
、
大
き
な
原
因

は
む
し
ろ
、
私
自
身
に
あ
り
そ

う
で
す
ね
。

　

み
な
さ
ん
も
、
自
分
と
相
手
、

自
分
と
生
徒
の
関
係
に
置
き
換

え
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

私たちの
先生

天根哲治 准教授
基礎教育学系

ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ
た

的
確
な
指
導
が
役
立
ち
ま
す

先
生
か
ら
学
生
た
ち
へ

天根哲治 あまね・てつじ
奈良県出身。昭和54年、広島大学大学院博士後期課程
の単位修得。56年に兵庫教育大学助手となり、59年か
ら助教授。63年、在外研究員として米国ミシガン州立大
学に滞在。平成19年、大学院准教授に就く。社会心理
学的観点から人間関係を軸にして「授業と学び」を研究。
新任教員に対するメンタリングの研究にも取り組んでいる。 大学院修士課程教育内容・方法開発コース2年

清
し

水
み ず

 將
まさる

さん（左）、岡
お か

村
む ら

英
ひ で

典
の り

さん

和気あいあいとした雰囲気です
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　小学校教員になって初めての1学期はてんてこ舞いの

状態でした。学級づくり、授業計画、事務など、想像してい

た以上に仕事は多かったです。しかし、どんなに忙しい中

でも子どもたちと過ごす時間を持つことが大切。ほぼ毎日、

休み時間は外で一緒に遊んでいます。休み時間を楽しく

過ごすことで、子どもたちも私も「ここからはけじめをつけ

て授業を頑張ろう」とメリハリをつけられます。常に「子ども

のためになる」ことを忘れないようにしたいです。

　子どもたちは毎朝、「今日はどんなことをするのだろう」

と期待に胸を膨らませて登校します。頑張って準備した授

業を楽しそうに受けている姿を見ると、とてもうれしいです。

彼らにとっての1日は私たちの1日よりも大きなもの。日々の

積み重ねが子どもたちの未来をつくっていきます。まさに教

員は「子どもの未来応援団」と言えるでしょう。

　学生のみなさんは、多くの人に出会い、いろいろな場所

に出向き、たくさんのエネルギーを吸収し、充実した学生

生活を送ってください。学生時代の経験は社会に出た時

に大きな力となるはずです。お互いに実りある毎日を心が

け、頑張っていきましょう。

　昭和53年、全国に先駆け「教員のための大学院」と

して創設された兵庫教育大学が、この10月で開学30周

年を迎えます。神戸商船大学（現神戸大学深江キャン

パス）で怒号が飛び交う中を機動隊に守られて入学試

験に臨んだこと、社町福祉センター（当時）で行われた

入学式などが、昨日の出来事のように思い起こされます。

大学のキャンパスが整備され、学校教育学部や博士課

程の開設、神戸サテライトの設置、今年4月の教職大学

院の開設など、名実ともに日本の教育界をリードする大

学へと発展していく姿にはOBとして感慨深いものがあり

ます。

　 現 在の教 育 現 場では学 力不 振、学 習意 欲の低 下、

規範意識の未発達など解決すべき課題が山積してお

り、教育基本法の改正や学習指導要領の改訂といっ

た改革策が矢継ぎ早に打ち出されています。全国各地

の教育現場で活躍する兵庫教育大学の卒業生・修了

生は教育諸課題の解決に向けて、一層連携を図ってい

く必要があります。大学を軸に卒業生・修了生を結ぶ連

合組織の構築と「Hyokyo -ne t」を使った活発な研究

の交流や実践活動にかかる情報の交換を呼びかけた

いと考えています。

卒業生からの
手紙

宝塚市立長尾南小学校教諭
加
か

藤
とう

圭
けい

亮
すけ

さん

教
員
は「
子
ど
も
の
未
来
応
援
団
」

発
展
し
続
け
る
大
学
に
感
慨
も
ひ
と
し
お

加西市教育委員会教育委員
大学院同窓会顧問

吉
よし

田
だ

　廣
ひろし

さん

宝塚市出身。平成20年3月、学校教育学部自然系コースを卒業し、4月から
宝塚市立長尾南小学校で4年生の担任に就く。卒業論文のテーマは「小
中学校理科における力学教材の研究」。

加西市出身。昭和57年に大学院修士課程教育方法コースを修了。兵庫県
内の小学校の教壇に立ち、校長を歴任。県教育委員会、加西市教育委員
会に勤務したことも。平成5年から大学院同窓会第5期会長を務め、19年に
顧問に就く。

授業では子どもたちと一緒に考えながら、解答を導き出します

大学院同窓会佐賀大会であいさつ（中央）
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今
年
5
月
、
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
協
会

（
J
S
B
A
）の
07
／
08
シ
ー
ズ
ン
の
公
認
競

技
会
ツ
ア
ー
ラ
ン
キ
ン
グ
が
発
表
さ
れ
、
磯

部
涼
香
さ
ん
は
ユ
ー
ス（
15
歳
以
下
）女
子
の

D
U
+
S
L
ク
ラ
ス
で
1
位
に
輝
き
ま
し
た
。

「
昨
シ
ー
ズ
ン
は
良
い
成
績
だ
っ
た
の
で
1
位

に
な
る
の
は
分
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
ら
た

め
て
う
れ
し
さ
が
こ
み
あ
げ
て
き
ま
し
た
」

　

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
と
の
出
合
い
は
附
属
幼
稚
園

に
通
っ
て
い
た
5
歳
の
時
。「
家
族
で
共
通
の
趣

味
を
持
ち
た
い
」と
い
う
父
親
、
俊
邦
さ
ん
の

希
望
で
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
附
属
小

学
校
に
進
学
後
、
福
井
県
の
ス
ク
ー
ル
に
入

校
。
日
本
の
ト
ッ
プ
プ
ロ
で
あ
る
杉
本
孝
次
さ

ん
と
片
山
雅
登
さ
ん
の
指
導
の
も
と
、
め
き
め

き
と
力
を
つ
け
て
い
き
ま
し
た
。「
幼
い
こ
ろ
か

ら
バ
ラ
ン
ス
感
覚
は
良
く
、
そ
の
あ
た
り
が
ス

ノ
ー
ボ
ー
ド
に
向
い
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
」

と
母
親
の
享
恵
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

4
年
生
の
夏
休
み
、
杉
本
さ

ん
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
合
宿

に
初
め
て
参
加
。そ
の
冬
の
05
／

06
シ
ー
ズ
ン
か
ら
J
S
B
A
に

選
手
登
録
し
ま
す
が
、
練
習
中

に
転
倒
し
て
右
手
首
を
骨
折
。
結

局
、
そ
の
シ
ー
ズ
ン
は
棒
に
振
る

こ
と
に
。
公
式
戦
初
参
戦
と
な
っ

た
翌
シ
ー
ズ
ン
は
ラ
ン
キ
ン
グ
が

二
け
た
順
位
に
終
わ
り
、
全
国
の

壁
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
夏
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
合

宿
か
ら
、
コ
ー
チ
の
薦
め
で
ア
ル
ペ

ン
用
の
ボ
ー
ド
を
使
用
。
ア
ル
ペ
ン
用
ボ
ー
ド

は
そ
れ
ま
で
の
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
用
と
比
べ
て

速
度
が
出
る
も
の
の
、
重
量
が
あ
り
、
足
首
の

動
き
が
制
限
さ
れ
る
ハ
ー
ド
ブ
ー
ツ
を
は
く
こ

と
か
ら
、
年
少
者
が
使
い
こ
な
す
の
は
容
易
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
合
宿
で
の
猛
練
習
で
ア
ル
ペ
ン
用

を
自
分
の
も
の
に
し
た
彼
女
は
、
確
か
な
手

応
え
を
つ
か
ん
で
07
／
08
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま

し
た
。今
年
2
月
の「
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
」で
は
ス
ラ
ロ
ー
ム
2
種
目
で
優

勝
、
続
く「
J
S
B
A
全
日
本
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

選
手
権
大
会
」で
も
中
学
生
に
交
じ
っ
て
同
じ

2
種
目
で
2
位
と
4
位
に
入
賞
。一
躍
、
全
国

の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
へ
と
駆
け
上
が
り
ま
し
た
。

　
「
将
来
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
ら
れ
る

選
手
に
な
り
た
い
で
す
」と
さ
ら
な
る
飛
躍
を

誓
う
磯
部
さ
ん
。
大
き
な
可
能
性
を
秘
め
た

十
二
歳
の
挑
戦
は
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

キャンパス通信

全日本ジュニアスキー選手権大会とJSBA全日本スノ
ーボード選手権大会のメダルが誇らしげです

アルペン用ボードに変えたことが奏功し、ランキングが急上昇しました

Campus Report

アルペン用ボードに変えたことが奏功し、ランキングが急上昇しました

スノーボードで
全国トップに

躍り出た
ユース世代の新星

附属中学校1年
磯
いそ

部
べ

涼
すず

香
か

さん

平成8年、神戸市生まれ。5歳からスノーボードを始め、附属小学校5年
生だった06/07シーズンから日本スノーボード協会（JSBA）の公式戦に
参戦。07/08シーズンは全日本ジュニアスキー選手権大会で優勝するな
ど好成績を挙げ、ユース女子のDU+SLクラスのランキングで1位に輝く。

ス ポット・ライトス ポット・ライトス ポット・ライト

●日本スノーボード協会（JSBA）
　ツアーランキングとは
毎年1月～4月に開かれる公認競技会に出
場し、その成績に応じてポイントが加算され
る仕組み。磯部さんの07/08シーズンはユー
ス（15歳以下）女子のDU+SLクラスで1位
に輝いたほか、同GS+SGクラスでも4位にラ
ンクインしました。※DU=デュアルスラローム、
SL=スラローム、GS=ジャイアントスラローム、
SG=スーパージャイアントスラローム
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昨
年
、
タ
イ
旅
行
で
訪
れ
た
仏
教
寺
院

の
美
し
さ
に
感
動
し
、
帰
国
後
、
寺
院
巡

り
を
始
め
ま
し
た
。
あ
る
寺
院
の
住
職
に

本
堂
の
中
を
見
せ
て
い
た
だ
き
、
話
を
う

か
が
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
寺
の
歴

史
を
受
け
継
ぎ
、
後
世
に
残
そ
う
と
努
力

さ
れ
て
い
る
住
職
の
生
き
方
に
は
深
い
感

銘
を
受
け
ま
し
た
。
以
来
、
外
観
だ
け
で

な
く
寺
の
歴
史
に
も
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
一
つ
一
つ
の
寺
の
歴
史
を

知
る
こ
と
は
と
て
も
魅
力
的
で
す
。

　

僕
は
建
築
に
も
興
味
が
あ
り
、
柱
と
梁

が
巧
み
に
支
え
合
っ
て
い
る
設
計
に
は
、

当
時
の
技
術
の
素
晴
ら
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

本
堂
の
中
は
風
が
よ
く
通
り
、
夏
で
も
涼

し
い
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。
自
然
と

共
存
で
き
る
建
築
は
現
代
に
は
数
少
な
い

よ
う
に
思
い
ま
す
。
温
故
知
新
と
は
よ
く

言
っ
た
も
の
で
、
古
い
も
の
か
ら
学
ぶ
こ

と
も
た
く
さ
ん
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

　

将
来
の
目
標
は
、
小
学
校
教
員
と
な
り
、

児
童
に
寺
の
文
化
や
歴
史
を
通
し
て
日
本

の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　私にとって実戦空手は心から好きだ
と言えるものであり、今回のような好成
績を挙げられたのは本当にうれしい限
りです。高校生のころ、テレビでK-1を
見て以来、「大学に入ったら格闘技をやりたい」と思
っていました。
　相手を豪快にKOした時のだいご味などは、実際
にやってみないと本当に分からないものです。しかし、
忘れてはいけないのはけんかではなく武道だというこ
と。試合が終われば相手を気遣い、互いの健闘をた

たえ合うことが
何より大切だと
思います。
　 今の目標は、

来年に開かれる「白蓮会館」という会派の全日本大
会に出場することです。基本的に他流派の選手も出
場できますが、それ相当の実績が求められます。当面
は、さまざまな大会で好成績を挙げなければいけませ
ん。今の自分には未熟な部分が多いので、しっかりと
けいこを積んで力と技を磨いていきたいと思います。

学校教育学部幼年教育系コース3年
兵
ひょう

藤
どう

大
だい

輔
すけ

さん 周りの緑に溶け込む寺
院は心が落ち着きます

目標に向け、けいこ
にも熱が入ります

加東市にある光明寺
にもたびたび訪れます

学校教育学部学校教育系コース3年
宮
みや

川
がわ

雄
ゆう

基
き

さん

日々 のけいこで
力と技を磨き
来年は全日本大会へ

休
日
は
寺
院
巡
り

将
来
は
子
ど
も
た
ち
に

日
本
の
文
化
を
伝
え
た
い

こ れ に 夢 中 ！

C o n g r a t u l a t i o n

日々 のけいこで
C o n g r a t u l a t i o nC o n g r a t u l a t i o n

こ れ に 夢 中 ！こ れ に 夢 中 ！

第4回はりまカップ21空手道選手権大会
一般男子中級軽量級の部第3位
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文
部
科
学
省
の「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」の
一
環
と
し

て
、
平
成
16
年
度
か
ら
全
国
で
始
ま
っ
た
「
地
域
子
ど
も

教
室
」は
、
地
域
の
大
人
が
見
守
る
中
、
子
ど
も
た
ち
が

学
習
し
た
り
、
遊
ん
だ
り
で
き
る
場
で
す
。
加
東
市
内
の

教
室
は
9
小
学
校
区
13
カ
所
。
そ
の
う
ち
8
カ
所
に
兵
庫

教
育
大
学
の
学
生
が
地
域
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
て
い

ま
す
。
東
条
東
小
学
校
区
で
は
毎
週
水
曜
の
午
後
3
時
か

ら
2
時
間
、
東
条
会
館
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
が
巻
き
込
ま
れ
る
犯
罪
が
増
え
て
い
る
今
、

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高

ま
っ
て
い
ま
す
」と
語
る
の
は
、
旧
東
条
町
の
3
教
室
で

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務
め
る
松
本
光
弘
さ
ん
。「
兵
教

大
の
学
生
の
存
在
は
心
強
い
で
す
。
彼
ら
は
子
ど
も
の
接

し
方
に
慣
れ
て
い
る
し
、
体
力
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
」

　

こ
の
日
、
東
条
会
館
に
集
ま
っ
た
児
童
は
42
人
。
兵
庫

教
育
大
学
か
ら
は
学
部
4
年
生
の
池
田
祐
介
さ
ん
、
1
年

生
の
畑
中
美
里
さ
ん
、
角
山
衣
絵
さ
ん
、
沖
侑
香
里
さ
ん

が
参
加
し
ま
し
た
。
最
初
は
多
目
的
室
で
宿
題
を
し
て
、

後
半
の
1
時
間
は
隣
接
す
る
体
育
館
で
遊
び
ま
す
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
先
輩
で
あ
る
池
田
さ
ん
に
誘
わ
れ

て
参
加
し
た
と
い
う
角
山
さ
ん
は
「
初
め
の
こ
ろ
は
、
子

ど
も
た
ち
の
輪
に
う
ま
く
入
っ
て
い
け
る
か
不
安
で
し
た

が
、
最
近
は
名
前
を
覚
え
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
」と
笑
み
を
浮
か
べ
ま
す
。
1
年
生
の
時
か
ら
携
わ
っ

て
い
る
池
田
さ
ん
は
、
教
育
実
習
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

子どもたちが安全で安心して
学習や遊びができる場所づくりとして

全国で展開されている「地域子ども教室」。
加東市内の教室では学生有志が
地域スタッフとして参加しています。

うれしの交差点

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て

子
育
て
支
援
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す

地域子ども教室
～兵庫教育大学と地域の交流ページ

宿題を教えたり、一緒に遊
んだり。児童たちも週1回の
教室を心待ちにしています

扌
東
条
会
館
の
教
室
に
参
加

し
た
4
人
。左
か
ら
池
田
さ
ん
、

畑
中
さ
ん
、沖
さ
ん
、角
山
さ
ん

ルポ
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場所 開催日時

社 社一区公民館 毎週水曜 15：00～17：00

米田ふれあい協議会 第2・第4水曜 15：00～17：00

やしろこどものいえ 毎週木曜 15：00～17：00

社公民館 毎週木曜 15：00～17：00

コミュニティギャラリー鴨川 毎週水曜 15：30～17：30

滝野 高岡コミュニティーセンター 第1・第3水曜 15：00～17：00

滝野総合公園体育館 第2・第4水曜 15：00～17：00

北野コミュニティーセンター 第2・第4水曜 15：00～17：00

下滝野公民館 毎週木曜 15：00～17：00

滝野公民館 毎週木曜 15：00～17：00

東条 コミュニティーセンター東条会館 毎週水曜 15：00～17：00

薮集会所 毎週水曜 15：00～17：00

東条公民館 毎週木曜 15：00～17：00

Ureshino Scramble

「
こ
こ
で
は
地
域
の
一
員
と
し
て
子
ど
も
と
向
き
合
う
よ

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
ま
せ
方
に
幅

が
広
が
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
」と
話
し
ま
す
。

　

体
育
館
に
移
動
す
る
と
す
ぐ
さ
ま
池
田
さ
ん
を
鬼
に
し

て
の
鬼
ご
っ
こ
が
始
ま
り
ま
し
た
。
畑
中
さ
ん
や
沖
さ
ん

は
女
児
た
ち
と
輪
に
な
っ
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
。
ど
の
児
童

も
喜
々
と
し
た
表
情
で
歓
声
を
上
げ
ま
す
。

　

夕
方
5
時
、
児
童
た
ち
は「
あ
り
が
と
う
」と
手
を
振
っ

て
、
迎
え
に
き
た
父
母
ら
の
も
と
へ
。
学
生
た
ち
は
見

送
っ
た
後
、
そ
の
日
の
出
来
事
を
文
章
に
ま
と
め
ま
す
。

　
「
文
面
か
ら
は
学
生
た
ち
の
苦
悩
も
垣
間
見
え
ま
す
」と

松
本
さ
ん
。「
例
え
ば
、『
一
人
の
児
童
の
宿
題
に
か
か
り

き
り
に
な
り
、
ほ
か
の
子
ど
も
た
ち
に
は
え
こ
ひ
い
き
に

映
っ
た
か
も
し
れ
な
い
』と
か
。
彼
ら
は
一
つ
一
つ
の
課

題
を
乗
り
越
え
て
、
教
員
と
し
て
成
長
し
て
く
れ
る
と
思

い
ま
す
」と
温
か
い
視
線
を
送
り
ま
す
。

　

近
年
、
子
ど
も
の
健
全
育
成
に
向
け
て
、
学
校
と
保
護

者
、
地
域
の
一
層
の
連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
学
生

た
ち
の
経
験
は
、
将
来
に
必
ず
生
き
て
く
る
で
し
ょ
う
。

創立30周年記念事業
「大学公開イベント」のお知らせ
加東キャンパスで子どもやファミリー向けの体験
プログラム（参加無料）、高校生を対象としたオ
ープンキャンパスなどを開催します。みなさんの来
学をお待ちしています。

◎日時　10月13日㊊㊗10：00～15：00
◎場所　加東キャンパス

…時間　 …場所　 …対象　 …定員

体験プログラム
わくわく理科A 石に含まれている鉱物や微生物、
波紋などを観察します。 13：00～15：00 自
然、生活・健康棟319教室 小・中学生

わくわく理科B　七宝焼き、バッチやマグネット作り
に挑戦します。 10：00～11：00、13：00～14：
00 自然、生活・健康棟323教室 小・中学生 

各20人（当日先着順。各回開始30分前から整
理券を配布）

体験！おもしろ技術教室　金属を用いたものづく
り、プログラミングによる教材ロボットの制御などを
体験できます。 10：00～12：00、13：00～15：
00 共通講義棟104教室 小学校高学年以
上 ものづくりのみ80人（当日先着順）

親子でそば打ち※　そば打ちと試食を通して、日
本の食文化を楽しく学びます。エプロンが必要で
す。 10：00～11：30 大学会館食堂 小学
生とその保護者 10組20人

箏を弾いてみよう※　おなじみの曲を箏で弾い
てみませんか。演奏家による模範演奏も。 13：
00～15：00 芸術棟303教室 小学生（保護
者の付き添いも可） 15人

体と心をほぐそう─ニュースポーツ体験広場─※
さまざまなニュースポーツに挑戦！動きやすい服
装で、体育館用シューズ、飲み物を持参してくださ
い。 10：00～12：00 体育館 小学1～4年
生（保護者も参加できます） 30人

附属図書館、教育実践コラボレーション
センターの一般公開

10：00～15：00 附属図書館、教育実践コラ
ボレーションセンター（パネル展もあり）

オープンキャンパス
兵庫教育大学への受験を考えている高校生が
対象。午前は全体説明会と修学相談を実施。午
後からはキャンパスを見学できます。

10：00～15：00 共通講義棟106教室 
高校生

100円カレー登場！
大学会館食堂でカレーライスを100円で提供。売り
切れる場合があります。

11：30～15：00 大学会館食堂

※は参加申し込みが必要です（先着順）
電話（平日9：00～17：00）、ファクス、Eメールで受け
付けています。締め切り10月3日㊎。ファクスとEメー
ルの場合は、希望イベント名、氏名（参加者とその保
護者）、学校名・学年、郵便番号・住所、電話番号を記
載してください。

◎申し込み・問い合わせ先
兵庫教育大学教育支援課

 0795・44・2322　  0795・44・2039
 aca-koukai@hyogo-u.ac.jp

URL=http：//www.office.hyogo-u.ac.jp/
gen/30th/index.html

子どもたちの健やかな育ちを願う地域の人々の協力を得て、放課後に開催。

子どもたちは、地域の大人や大学生に勉強や昔の遊びなどを教えてもらった

り、一緒に運動を楽しんだりします。土曜や日曜に季節のイベントをすることも

あります。

◎対象
小学生。都合のよい日、時間のみの参加でも構いません。ジュニアリーダーと

して活躍してくれる中学生の参加も受け付けています。

◎申し込み方法
保護者が申込用紙と登録カード、参加誓約書を記入のうえ、参加したい教室

に直接申し込んでください。書類は各小学校で配布しています。

加 東 市 の 「 地 域 子 ど も 教 室 」 に つ い て
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 ＝問い合わせ先　  ＝申し込み先

この印刷物は再生紙を使用しています。

◎平成21年度学生募集
☆大学院学校教育研究科
＜後期選抜試験＞
修士課程
◎募集人員73人

専門職学位課程（教職大学院）
◎募集人員39人

◎出願期間　10月10日㊎～17日㊎（消印有効）
◎試験日　11月15日㊏（筆記・口述）
◎合格者の発表　12月5日㊎10：00
※昼間クラスと夜間クラスのあるコースは昼夜開講制
です。昼間クラスは加東キャンパスで、夜間クラスは主
に神戸サテライト（神戸市中央区）で開講します。
※言語系コースには国語分野と英語分野、自然系コー
スには数学分野と理科分野、芸術系コースには音楽分
野と美術分野があります。

入試課  0795・44・2067

◎大学院学校教育研究科説明会

大学院学校教育研究科（修士課程、専門職学位
課程）の教育課程や専攻・コースの概要などにつ
いて説明します。個別相談の時間も設けます。
◎日時 10月4日㊏13：30～15：00 
◎場所　神戸市総合教育センター（神戸市中央区）

入試課
 0795・44・2067　  0795・44・2069
 offi  ce-nyushi-k@hyogo-u.ac.jp

◎国際シンポジウム2008
　「教員リカレント教育の新たな可

能性を求めて─大学院における
実践事例の国際比較─」

韓国、中国、米国の教員養成大学の教授らを招き、
教員の再教育について議論します。参加無料。
◎日時 10月26日㊐10：00～16：00
◎場所　神戸新聞松方ホール（神戸市中央区）
◎申込方法
Eメールで受け付け。シンポジウム参加希望の旨
と氏名、所属、住所、電話・ファクス番号、メールア
ドレスを記載してください。

教育・社会調査研究センター
 0795・44・2460
 essrc-sympo2008@hyogo-u.ac.jp

http：//www.essrc.hyogo-u.ac.jp/essrc/sym
posium/2008/

◎平成21年度園児・児童・生徒募集
☆附属幼稚園
◎募集人員
3年保育（3歳児）40人
2年保育（4歳児）20人
※21年4月1日時点での年齢
◎出願期間　10月20日㊊～24日㊎
◎選考結果発表、抽選日　11月15日㊏

附属小学校事務室  0795・40・2218

☆附属小学校
◎公示日　11月4日㊋

附属小学校事務室  0795・40・2218

☆附属中学校
◎公示日　10月31日㊎

附属中学校事務室  0795・40・2224

◎附属中学校研究発表会

研究テーマ「『学び合い、高め合う授業づくり』（2年

次）─ 聞く・考える・伝える力の育成─」
◎内容
基調提案、公開授業、研究授業、授業研究会、
講演会「学力向上と特別支援がトータルに解決
できる＂学び合い＂でない『学び合い』」（講師：西
川純上越教育大学教授）
◎開催日　10月17日㊎
◎場所　附属中学校

附属中学校
 0795・40・2222　  0795・40・2225

http：//www.school.hyogo-u.ac.jp/middle/
middle.html

◎附属幼稚園幼年教育研究会

研究テーマ「保育における『つながり』を考える
─ 思いっきり遊んで表現する子ども─ 」
◎内容　保育公開、研究協議、講演会
◎日時 10月29日㊌、21年1月28日㊌
 いずれも9：00～16：00 
◎場所　附属幼稚園

附属幼稚園
 0795・40・2227　  0795・40・2228
 kinder@hyogo-u.ac.jp

http：//www.school.hyogo-u.ac.jp/kinder/

◎教育実践高度化専攻
   （教職大学院）公開授業

今年4月に開設した教育実践高度化専攻（教
職大学院）の4コースの後期授業を1時限ずつ
公開します（午前2時限、午後2時限）。各授業
後には質疑応答を実施。最後に梶田学長の講
演会を開催します。
◎日時 11月8日㊏10：00～16：00
◎場所　神戸市総合教育センター（神戸市中央区）

教育支援課
 0795・44・2322　  0795・44・2039

◎第27回大学祭（嬉望祭）

今年のスローガンは「Togetheeeer！！（トゥギャ
ザー！！）」。大学院生や学部生、外国人留学生、他
大学、地域の子どもからお年寄りまでが交流できる
場をめざします。ぜひ、みなさんも参加し＂一緒に＂
楽しい大学祭をつくりましょう。
◎開催日　11月22日㊏、23日㊐㊗
◎場所　兵庫教育大学加東キャンパス

学生支援課
 0795・44・2050　  0795・44・2049
 offi  ce-gakusei-t@hyogo-u.ac.jp 

編 集 後 記

●孔子は『論語』に「三十而立」と書いています。兵庫教育大学も創立30周年を迎え、自
立した独自の道を歩むことになります。今号の特別企画として開いた座談会では、学外の
方々から本学に対する貴重なご意見をいただき、地域との交流・連携の重要性を再確認
する機会となりました。（な）
●各大学があらためて存在意義を問われている激動の時代に、創立30周年という節目を
迎えました。兵庫教育大学の教育と研究が社会に果たしている大きな役割、素晴らしい在
学生や教育界で活躍する卒業生・修了生たちのこと、そして本学がめざす将来像などを、
本誌を通して発信する使命をこの節目にひしひしと感じています。「教育子午線」のバック
ナンバーは本学ウェブサイトhttp：//www.hyogo-u.ac.jpでご覧いただけます。（に）

﹃教育子午線』では、読者のみなさまの声を生かした誌面づくりをめざしています。
はがきかメールでご意見、ご感想を寄せていただいた方には、オリジナル・シャープ
ペンシルを進呈します。
●あて先：〒673-1494 兵庫県加東市下久米942-1
兵庫教育大学企画課広報・社会連携事務室
30795･44･2334 50795･44･2009   office-renkei-r@hyogo-u.ac.jp

第18号  2008年10月発行
発行／兵庫教育大学 大学広報室
http://www.hyogo-u.ac.jp
編集協力／㈱神戸新聞総合印刷

>Information> 兵庫教育大学からの
お知らせ

◎ あ な た の 声 を お 聞 か せ く だ さ い

▶教育実践高度化専攻
学校経営コース
授業実践リーダーコース

心の教育実践コース

小学校教員養成特別コース

13人
12人

若干人
4人

若干人
10人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス

▶学校教育学専攻
教育コミュニケーションコース

幼年教育コース

学校心理学コース

臨床心理学コース
▶特別支援教育学専攻
心身障害コース
特別支援教育コーディネーターコース
▶教科・領域教育学専攻
言語系コース

社会系コース

自然系コース

芸術系コース

生活・健康・総合内容系コース

2人
若干人

2人
若干人

3人
5人

15人

10人
2人

5人
若干人

10人
若干人

8人
若干人

5人
若干人

6人
若干人

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
夜間クラス

昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
昼間クラス
夜間クラス
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